
重点目標１　農業及び農業関連産業のニーズを踏まえ、質の高い実践的な農業教育を提供する

現状と課題 活動計画 取組状況・達成実績 今後の改善方策 評価項目 自己評価結果 外部評価委員会の意見

   実践的な知識と技術を習得する「農
場実習」、「専攻実習」の一層の充実
を図る。

　令和元年度から、農学科１年生から研究科２年生までが合同で実習する時間
や、農学科２年生に全日実習を設けたほか、農学科１年後期の実習を専攻別実習
とし、２年次の専攻実習と一連で展開するなど、実習効果が高まるよう充実を
図ってきた。
　令和４年度の全国農業大学校等プロジェクト発表会・意見発表会では、本校学
生が養成課程の部で最高位の農林水産大臣賞を受賞した。また、第３３回ヤン
マー学生懸賞論文・作文では本校学生２名が奨励賞を受賞した。

　農場実習や専攻実習等の一層の充実を図るとと
もに、関係者からのアドバイス、学生へのアン
ケート結果等を踏まえ、授業内容の充実や学習環
境の改善等を進めていく。

　基礎的な技術の習得に
加え、学習意欲向上につ
ながる実習内容となって
いるか。

Ａ

　先輩と後輩で一緒に実
習を行うことで相互教授
の効果に繋がる。

　研究科の「模擬会社」授業を円滑に
実施するとともに、ＧＡＰ対応やス
マート農業の授業への導入を進める。
また、防除技術の開発、販売活動など
積極的な取組を促進する。

　模擬会社の活動では、令和４年度にブルーベリー観光農園を本格オープンし、
前年度のプレオープン時で指摘があった運営方法等の課題解決に取り組み、１２
０名以上の参加者を得ることができた。

スマート農業教育の充実を図るため、スマート関連機械実演会を開催したほ
か、統合環境制御ハウスや牛の行動監視システムを導入し、学生の専攻実習や農
場実習でのスマート農業の学びを進めた。
　１２月にＧＡＰ対応仕様の出荷調製施設が完成したことから、次年度に向けて
学校全体でＧＡＰを進めるための検討及び準備を行った。

　販路開拓、６次産業化や観光農業への対応、新
商品の開発など、模擬会社の活動を促進する。さ
らに、スマート農業等先進農業技術の習得、ＧＡ
Ｐの取組、農林総合研究センターはじめ関係機関
と連携した研究等を推進する。

　農業を取り巻く状況の
変化に対応し、授業内容
の見直しや教育方法の工
夫・改善を行っている
か。

Ａ

GAP認証は農業効率化に
重要なので、GAP取得がで
きるように進めて欲し
い。

学生のニーズに応じ「農業派遣実
習」を実践的効果的に実施する。

　受入農家等と学生双方の実情に対応した実習となるよう、学生の早期コロナワ
クチン接種の推進や感染拡大防止対策に取り組みつつ、令和４年度の農学科１年
生及び前年度実施できなかった後期の農業派遣実習を農学科２年次に行うことと
し、農業事務所はじめ関係機関との連携に努め、農学科１年生４４名及び、前年
度実施できなかった農学科２年生２７名全員が無事終了することができた。

農業事務所等関係機関と連携し、学生の希望と
派遣先農家の調整を図り、より実践的・効果的な
実習を目指す。また、学生には目的を十分理解し
心構えを持って実習に取り組むよう促す。

　学生の就農意欲の向上
や将来展望の形成等につ
ながっているか。

Ａ

コロナ禍の中で派遣実
習は非常に大変だったと
思う。引き続き実践的な
実習を進めると良い。

６次産業化の取組強化を図るため、
「加工・商品開発演習」を効果的に実
施するとともに、６次産業化につなが
る取組を柔軟に推進する。

　農学科では食品加工実習を通年で実施し、農産物の加工と高付加価値化の基礎
を学習した。
　研究科の加工・商品開発演習では、学生がチームに分かれて、自らの創意工夫
で農大オリジナル商品開発に取り組むとともに、成果発表会を行った。また、本
館の大規模改修工事で整備した新しい食品加工実験室について、食品衛生法の営
業許可基準に則した施設となるよう整備を行い、営業許可をとることができた。
　この施設を活用した６次産業化の取組強化を図るため、カリキュラム・シラバ
スの見直しを図り、次年度から新たにリニューアルした「加工・商品開発演習」
を実施できるよう調整を図り、体制を整えた。

６次産業化の実践に向けて、必要な知識と実践
的な技術が習得できるよう、授業内容の充実を図
る。本校産農産物を利用した商品開発など、学生
が創意工夫を凝らした主体的な取組を柔軟に支援
していく。

　学生が積極的に実習に
取り組めるよう工夫・改
善を行っているか。

Ｂ

加工商品開発演習にお
いて６次産業化に向け
て、農大の商品化につな
がるよう取り組んでもら
いたい。

　「教養基礎講座」、「キャリア基礎
講座」、「キャリアサポート実習」を
効果的に実施するなどキャリア教育の
充実に努める。

　「教養基礎講座」では、個々のレベルに応じたクラス分けを行い、これから農
業を実践していく上で必要な学習を進めた。
　「キャリア基礎講座」では、専門家を講師に招き、小人数のグループ学習を中
心に、進路や就職に関する自己分析、就職活動に必要なビジネスマナーやコミュ
ニケーション能力の習得、履歴書作成、面接対応などを行った。
　「キャリアサポート実習」では、農業法人、関連企業等を訪問し、直接説明を
受けた。

　学生の進路が多岐にわたる中、本校を卒業し農
業のプロフェッショナルとして社会に出ていける
よう、できるだけ学生の希望や個性に沿った指導
を心掛ける。多くの情報を学生へ提供していくと
ともに、就職活動にあたって学生が苦手な企業研
究や志望動機の整理に力を入れる。

　先進農家、他産業関係
者等の外部講師を有効に
活用しているか。また、
学生のニーズやレベルに
応じた内容となっている
か。 Ａ

外部講師も多く教育は
充実している印象を受け
ている。

キャリアサポート実習
は、学生が実際の仕事を
見ることで、自分の将来
を考えることができるの
で充実を図って欲しい。

　資格・免許の取得に対する学生の意
欲向上を図り、取得支援体制の整備を
進める。

　農耕車限定の大型特殊自動車免許をはじめ、農業機械士、日本農業技術検定、
フォークリフト及び小型車両系建設機械など、資格の取得を促進した。
・日本農業技術検定：３８名（うち農業研修科６名）
　【２級１３名、３級２５名】
・大型特殊自動車免許（農耕車限定）４５名（うち農業研修科２２名）
・農業機械士２２名（学生のみ対象）
・小型車両系建設機械：３０名（うち農業研修科１５名）
・フォークリフト：３０名（うち農業研修科１４名）

　就農・就職に向けた資格が取得できるよう、教
科科目やカリキュラムの充実を図るとともに、学
生が幅広く資格にチャレンジできる支援体制を強
化していく。

　資格・免許の取得に向
けた教育体制を整えてい
るか。

Ａ

　就農・就職に向けた多
様な免許取得できるよう
引き続き努力して欲し
い。

教職員の積極的な自己研修を促し、
資質及び指導力の向上を図る。

　教職員の自己研修を推進し、コロナ禍の中リモート研修会を中心に一人当たり
研修参加回数は、３．２回となった。（昨年度２．７回）

　今後も、各職員の研修参加を促進し、知識の習
得と指導力等の向上を進める。

　教職員が自己の能力開
発を進め、指導力の向上
に努めているか。 Ｂ

千葉県立農業大学校 学校評価（令和４年度取組）　

1　学生・研修生が多
様化している状況を踏
まえ、そのニーズやレ
ベルに応じた研修教育
の提供が求められてい
る。

2　農学科・研究科で
は、専攻実習等の充実
をはじめ、「模擬会
社」活動の実施、ＧＡ
Ｐの取組実践、スマー
ト農業や６次産業化へ
の対応、キャリア教育
科目の強化などを柱と
したカリキュラムの充
実を図ってきた。

※自己評価結果

各評価項目について、教職員が「そう思う」「ほぼそう思う」

「あまりそう思わない」「そう思わない」の４段階で評価。「そう

思う」と「ほぼそう思う」の割合の計に応じ下記により整理した。

８割以上:Ａ ６～８割:Ｂ ４～６割:Ｃ

２～４割:Ｄ ２割未満:Ｅ



重点目標２　学生・研修生が希望する就農・就職を実現する

現状と課題 活動計画 取組状況・達成実績 今後の改善方策 評価項目 自己評価結果 外部評価委員会の意見

　ハローワーク、ジョブカフェちば、
地域しごと支援センターちばとの連
携、教務担当職員と専攻教室担当教員
との連携及び情報共有を図り、学生の
就農・就職を支援する。

　農学科卒業生５５名のうち進路決定者は５４名（９８％）で、うち就農者が１
５名（２７％）、農業関連団体・企業等への就職者は２３名（４２％）、進学し
た者は１５名（２７％）、研修が１名（２％）であった。研究科卒業生１３名は
全員の進路が決定し、うち就農者３名（２３％）、農業関連団体・企業への就職
者１０名（７７％）だった。
（一社）千葉県農業会議、（公社）千葉県園芸協会、（一社）千葉県農業協会、
各農業事務所等関係機関と連携をとり、就農を支援した。

　ハローワーク、ジョブカフェちば、農業法人団
体などの関連機関との連携を密に、学生への進路
支援体制の強化を図り、進路ガイダンスの開催や
個人面談等を継続して実施する。また、就農就職
した卒業生から直接話を聞く機会の拡大など支援
の充実を図っていく。

　学生の就農・就職支援
のために関係機関及び関
係職員が適切に連携でき
ているか。

Ａ

　農業会議に就職してい
る農大出身者はよく勉強
している印象。関係機
関・団体からの説明会や
要望等を活用して就職支
援の充実を図ってほし
い。
　県の上級職合格など千
葉農大はよくやっている
との評価を受ける。
学生が望む就農就職がで
きれば、学校の評価も上
がって好循環になると思
う。

専攻教室の中で、就農・就職に向け
た早期の意識付けを行う。

　教務担当者、専攻教室担当者、クラス担任で連携をとり情報共有を図った。
　学生の志向や専攻教室における研究内容等を踏まえ、就職に対する意識の醸
成、インターンシップや就職活動の支援に努めた。

　キャリア教育の授業を活用し、入学後早い時期
から就農・就職に対する意識を高め、農学科１年
次終了時までには、各学生が進路の方向性を決め
られるよう促していく。

　早期の意識付けをする
ための工夫をしている
か。

Ａ

　関係機関と連携して、研修生の就農
を支援する。

　農業研修科の農業者養成研修の修了生２９名のうち就農者は２７名（９３％）
だった。研修生の志向や状況に応じて就農を支援した。研修で修了生を訪問した
り、研修生のニーズに応じた集中講義（有機農業、流通販売）を開催したほか、
市役所等の就農支援策を特別講義として取り入れるなど、関係機関と連携し効果
的な研修となるよう努めた。

市町村、農協、農業事務所との連携を強化し、
認定新規就農者制度の活用など、就農定着に向け
た支援を進める。
研修生の要望等を踏まえた集中講義を取り入れ研
修内容の充実を図る。

　研修生の就農支援のた
めに関係機関と適切に連
携できているか。

Ａ

　農業法人への就職支援のため、イン
ターンシップ制度を整えるとともに、
（公社）千葉県園芸協会、（一社）千
葉県農業協会と連携して学生・研修生
と農業法人とのマッチングを円滑に行
う。

　親元就農及び農業法人への就職を予定する学生が円滑に就農できるよう、農業
事務所と情報共有した。
　インターンシップ制度を整えるとともに、（一社）千葉県農業協会との連携協
定により、就農に向けたインターンシップ活動を促進した。農業法人でのイン
ターンシップを経て２名が就農に至った。

　親元就農及び農業法人等への就職支援のため、
インターンシップ制度の利用者を増やし、（公
社）千葉県園芸協会、関係団体と連携して、学
生・研修生と農業法人とのマッチングを円滑に行
う。
　さらに、農業法人等でのインターンシップ活動
を促進するとともに、農業法人等を招いた学校説
明会の開催など、就業意識の醸成、学生と農業法
人とのマッチングを進める。

　農業法人の情報提供と
マッチングを適切に行っ
ているか。

Ｂ

　農大卒業生との意見交
換は重要と思う。新規就
農は厳しい印象を受ける
が、農大でスキルを磨い
て農家としてやっていけ
るように育成して欲し
い。

卒業生・修了生の動向の把握、情報収
集及びフォローアップを行う。
在校生、研修生の就農意識が高まるよ
う意見交換の場を設ける。

　農業法人に就職した卒業生へ聞き取りを行うなど、卒業後の動向や就業状況の
把握に努めた。

卒業生・修了生への個別訪問、就農就職状況の
把握などフォローアップに努めるとともに、動向
等の検討を進め、現役学生・研修生の視察先とし
て積極的に活用する。学生・研修生個々に応じた
きめ細やかな進路支援を進める。

就農した卒業生や研修修
了生と意見交換の場を積
極的に設けているか。

Ｂ

営農組織への雇用就農
に向けた説明会を開くと
良いと考える。

千葉県立農業大学校 学校評価（令和４年度取組）　

1　農業を取り巻く
様々な環境変化の中
で、学生・研修生が希
望する就農及び農業・
食品関連企業への就職
の実現が求められる。

2　毎年、一部学生の
進路決定が遅れ、進路
未定者が数名発生す
る。就農・就職に対す
る早期の動機付けを行
い、キャリア教育に関
する授業、進路ガイダ
ンス、ハローワーク等
との連携、教職員間の
連携強化などで、就
農・就職に向けた支援
が必要である。

3 　関係機関（担い手
支援課、（公社）千葉
県園芸協会、（一社）
千葉県農業会議等）と
連携し、就農支援の取
組を強化する。特に、
農業法人に関する就農
情報の体系的な収集・
提供、学生・研修生と
農業法人とのマッチン
グが求められる。

4　農業研修科の研修
生に早期から情報提供
を行い、派遣先農家や
関係機関との連携によ
り、着実な就農支援が
求められる。



重点目標３　農業を志す意欲ある学生・研修生を確保する

現状と課題 活動計画 取組状況・達成実績 今後の改善方策 評価項目 自己評価結果 外部評価委員会の意見

　高校生の進路決定前の７月までに高
校訪問を行い、計画的かつ効率的な募
集活動を行う。

　令和５年度は、農学科募集人員８０名に対し、応募者６４名、合格者５７名、
入学者５３名であった。
　研究科の募集人員２０名に対し、応募者１７名、合格者１４名、入学者１３名
だった。雇用等社会情勢によって農学科から研究科へ進学する学生数は変動しや
すく、近年、研究科へ進学する学生は少ない傾向にあり、昨年度に比べ３名減の
１３名となった。
　コロナ禍の中、職員が分担して６月から７月まで８４の高校を訪問し、学校案
内・学生募集の説明、一日体験入学・オープンキャンパスの案内等を行った（前
年度３３校）。
　また、６月～８月にかけてオープンキャンパス・一日体験入学を実施し、延べ
２８３名（前年度２１１名）（うち生徒延べ１８０名、前年度比７０名増）の参
加者があり、本校のきめ細かな説明を行った。
　農大の概要や特色を記載した学校案内、アドミッションポリシー（入学者受入
方針）を掲載した学生募集要項等を作成して募集活動に活用した。

　高校訪問をはじめ、様々な募集活動を展開して
入学生の確保を図っていく。
　オープンキャンパス・１日体験入学が参加しや
すく充実したものとなるよう努める。また、高校
個別の視察研修について柔軟に対応する。
　学校案内について本校の特徴や魅力が伝わるよ
う引き続き充実を図っていく。

　募集活動を、適切かつ
効果的に行っているか。

Ａ

　オープンキャンパスは
好評なので学生の確保に
つながるように努力して
欲しい。
　県外者の受け入れは、
県内就農につながる。
　研究科では播種から収
穫まで、栽培を通して学
ぶことができるので、親
元就農者に進めて欲し
い。

高校で実施する進路ガイダンス等に
積極的に参加し、高校生に本校のＰＲ
と農業に関する啓発活動を行う。

　高校での進路ガイダンスに参加し、３２校で農業大学校の紹介と農業の啓発活
動を行った。
　また、本校教員が高校に出向き、出前授業を計４回実施した。

進路ガイダンス等へ参加し、農業等の啓発と本
校の紹介を行う。

　就農状況、就職状況、
資格取得などの学校の情
報を正確に伝えるととも
に、本校のＰＲを適切か
つ効果的に行っている
か。

Ａ

　魅力ある学校案内・研修案内の作
成、ホームページ、ＳＮＳやインター
ネットメディア局等を通じた情報発信
など、広報活動を積極的に行い、学
生・研修生を確保する。

　農業研修科の就農準備講座の受講生は募集人員３０名に対し３０名、農業者養
成研修の受講生は募集人員４０名に対し３４名、就農実践研修の受講生は募集人
員５名に対し０名であった。
機械化研修科の各研修コース合計の募集定員５２３名に対し、受講者は３９７名
（７５．９％）であった。
　ホームページの更新（１７回）をはじめ、フェイスブック・ツイッターへの掲
載（４９件）など、インターネットを通じて、学校案内、実習、研修の実施状況
などＰＲに努めた。
学校案内、研修案内を最新のものへ更新し、常に新しい情報を入学希望者等へ提
供するよう努めた。
　また、就農相談会などで就農希望者等へ本校を積極的に紹介した。

ホームページ等を通じた情報発信と提供情報に
努め、多くの人に向け学校ＰＲをしていく。特に
ＳＮＳは学生世代で利用者が多いことからタイム
リーで親しみやすい情報提供に努める。

学校案内、研修案内の充実を図るとともに、就
農相談会などへの参加を進める。

　意欲ある学生・研修生
を確保するため、カリ
キュラムや授業内容など
で特徴や魅力づくりに努
めるとともに、積極的に
広報を行っているか。

Ａ

　養成研修は就農率が高
いので、農業の即戦力と
して農業研修科に期待し
ている。
　Facebook、Xの情報は、
たびたび流れてきている
ので分かりやすい。
　Facebookで学校の様子
をよく知ることができる
ので、更新回数上げても
らえるよう努力して欲し
い。

高校や(公社)千葉県園芸協会等との
連携を強化し、新たに中学生向けの農
業の学びパンフレットを作成配付する
など、農業を志す高校生の確保につな
げる。

　農業高校の職員等を対象とした研修や、農業事務所が行う高校生向け研修の受
け入れを行うなど連携を深めた。
　農業関係高校と協力し、昨年度に続き中学生向けの農業の学びポスターを３，
０００部作成・配付した。

中学生向けの農業の学びパンフレットの活用、
農業高校職員等向け研修の受け入れなど、農業高
校や(公社)千葉県園芸協会等との連携を基礎に、
学生の確保につなげていく。

　農業高校と連携し、中
学生に対して効果的な農
業についてＰＲできてい
るか。 Ｂ

　農大の研究成果や実績
を学校評価やＰＲとして
反映できたら良いと思
う。

1　少子化により18歳
人口が減少する中で、
農業を目指す意欲ある
高校生を確保するため
に、高校と密接に連携
しながら、積極的かつ
効率的な募集活動の実
施が求められる。

2　(公社)千葉県園芸
協会等の関係機関と連
携し、積極的に新規就
農希望者を受け入れ、
研修生の多様なニーズ
に対応し、就農支援機
関としての役割を果た
すことが求められてい
る。
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